
学校だより8,9月号 

めざす児童像 
・進んで学ぶ子 

・心豊かで思いやりのある子 

・元気でたくましい子 

精華町立精華台小学校
 

   下校時刻 

日 曜日 行        事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 
27 火 始業式  短3校時 11:20 

28 水 短4校時  地域児童会   身体測定６年 12:10 

29 木 
短縮校時 給食開始  

身体測定５年4-1.4-2 13:45 14:35 

30 金 
避難訓練（不審者) 身体測定3年4-3 

短4、5校時(ライトダウンデー) 12:50 13:45 

31 土               
1 日         

2 月 
委員会⑤（前期終了）         

身体測定わかば・１・２年 13:10 14:15 15:05 

3 火 避難訓練予備日 14:30 15:20 

4 水   14:15 

5 木 クラブ④ 14:30 15:20 

6 金 
2年生校外学習                                  

（京都鉄道博物館・京都水族館） 13:10 15:30 15:05 

7 土     

8 日         

9 月 全校短縮校時の日 12:50 13:45 14:35 

10 火 朝の読み聞かせ(2・5・わ) 14:30 15:20 

11 水   14:15 

12 木 １年生校外学習（京都市動物園） 14:50 14:30 15:20 

13 金 登校指導 ６年生校外学習（キッザニア） 13:10 14:15 16:30 15:05  

14 土     

15 日     

16 月 敬老の日   

17 火   14:30 15:20 

18 水 ３年コープ見学午前  視力検査６年 14:15 

19 木 
にこにこトーク（昼・掃除時間） 

視力検査４年 ５－１ 14:30 15:20 

20 金 視力検査 5-2  5-3  5-4 13:10 14:15 15:05 

21 土     

22 日 秋分の日       

23 月 振替休日   

24 火 視力検査３年 14:30 15:20 

25 水 視力検査１年  2-1 14:15 

26 木 視力検査わ・2– 2 14:30 15:20 

27 金 短4、5校時(ライトダウンデー) 12:50 13:45 

28 土     

29 日         

30 月 全校朝の会 運動会係会① 13:10 14:15 15:05 

 「防災の意識の大切さ」 
 

 暑かった夏休み。子どもたちは、元気で過ごせたでしょうか。

地震に関する報道も多く被害がでた地域もあり心配していましたが、とにかく子ど

もたちが元気に学校にもどってきてくれたことを大変嬉しく思います。今日から２

学期のスタートです。気持ちを切り替えて、毎日を大切に過ごしていきたいと思い

ます。 

 

大正12 年（１９２３年）９月１日午前 11 時 58 分に、相模湾北西部を震源とす

るマグニチュード 7.9（推定）の関東大地震が発生しました。東京都では震度６を

観測し、発生が昼食の時間と重なったことから、多くの火災が発生し大規模な延焼

火災に拡大しました。この地震によって被害を受けた住家は総計 37万棟にのぼり、

死者・行方不明者は約 10万 5000人に及ぶなど、甚大な被害をもたらしました。日

本では、地震や津波・高潮・台風・豪雨・洪水など、自然災害が少なくありませ

ん。そのため、自然災害に対する認識を深めることと備えや対策を強化することを

目的に、９月１日を『防災の日』としました。この防災の日を含む一週間は防災週

間として、防災の啓発活動や訓練が全国の様々な地域で行われます。本校でも、

様々状況を想定した避難訓練を実施し、子どもたち一人一人が自分の命を守るため

にすべきことについて指導しています。  

 

災害対策には、「自助」・「共助」・「公助」の３つがあります。まずは「自

助」が大切です。食料や飲み物、衣類や常備薬など自分が生活していくために必要

最低限のものを自宅に備蓄して、いつでも持ち出せる準備をしておくことが必要で

す。大規模な災害の時には避難所の機能が不十分となってしまうこともありえま

す。次が「共助」です。地域や身近にいる人同士で助け合うことです。そして最後

が「公助」です。区役所や消防、警察、自衛隊といった公的機関による救助活動や

支援物資の提供などの公的支援です。「公助」の力が働くまでには、災害発生から

時間がかかることも予想されます。まずは「自助」と「共助」ができるよう、ご家

庭においてもお子さんと話す機会をもってくださると有難いです。いつ自然災害に

巻き込まれるかわからない状況だからこそ、学校でも子どもたちと大切な命を守る

ためにできる行動について考えていきたいと思います。 

                         （校長  鵜澤 和幸） 



 熱中症対策としてのスポーツ飲料の持参について 
 

 ２学期が始まりますが、まだまだ暑い日が続いています。校内でも熱

中症対策を行っているところですが、ご家庭より児童が持参するお茶

（２本目はスポーツドリンクも可）をいつもより多めに持たせて下さ

い。よろしくお願いします。  

諸費の徴収について 
 ９月の諸費引き落とし日は９月１８日（水）です。口座からの引き落としにな

りますので、ご確認のほどよろしくお願い致します。 

 校外学習について 
 ２学期中に、全ての学年で校外学習を予定しています。各学年の

日時および行先等につきましては、別紙にて後日お配りさせていた

だきますので、そちらの方でご確認ください。いつもの下校時刻と違う場合が

あります。(５年生は「本田技研工業㈱鈴鹿製作所 」11月13日(水)に決まり

ました。) 

 また、持ち物等の詳細につきましては、学年だよりまたは、校外学習のしお

りにて、ご確認をお願いします。当日、元気に活動できますように、体調管理

についてもよろしくお願いします。 

運動会について 
 今年度の運動会は１０月１９日(土)午前中の開催となります。 

 ９月末より、運動会に向けての練習が始まる予定です。暑い中

での練習になることも予想されますので、お茶などをいつもよ

り多めに持たせて下さい。また、体操服の洗濯が間に合わない

場合は、運動に適した白いTシャツ等で代用いただいても結構です。運動会の練

習は、十分な休憩時間の確保とこまめな水分補給に注意しながら進めていきた

いと思っています。ご家庭でも十分な食事（特に朝食）や早めの睡眠等、健康

に留意してくださいますようよろしくお願いします。 

 運動会などの行事を通して、大きく心も身体も成長する機会にしたいと思い

ます。自分の目標に向かって継続してがんばること、係活動など責任をもって

行うこと、苦手なことから逃げずに向き合うこと、自分たちでよりよい表現を

考えること、他学年との繋がりを大切にすること、互いに励まし合い高め合う

こと、達成感を感じること…、一人一人が行事を通してたくさんの学びがある

ことを期待しています。 

 ご家庭におかれましても、お子様の成長を楽しみに、運動会を一緒に楽しん

でいただけると幸いです。 

＊２学期以降の行事予定について＊ 

 令和６年度年間行事予定についてはホームページに掲載しておりますが、現時点

での予定です。今後変更になる場合もありますので、ご了承ください。詳しい予定

は毎月の学校便りをご確認ください。 

冬季体育の服装について 
  

 ご家庭の判断（原則、自己判断）で、体操服の上から上着・ズボンの着用

を認めています。着脱が難しく体温調節が容易でないもの、運動時に妨げ

となるもの、安全面で問題のあるものは不可です。ご注意ください。 

〇ウインドブレーカー 〇ジャージ 〇トレーナー 〇手袋（学習内容によっては不可） 

×フード付きのトレーナーやジャンバー ×ネックウォーマー 

×タイツ、レギンス、長袖アンダーシャツ 

（体操服からはみ出るものは不可です。）必要に応じて、お子様に持たせてください。 

 １年生もタブレット学習がスタートしました。１学期には、各クラスで、タブ

レットの使い方について情報アドバイザーの先生と一緒に学習しました。一人一台

のICTを活用することで、①基本的な操作 ②プログラミング ③問題解決・探究に

おける情報活用 ④情報モラル・情報セキュリティなどの学習を通して、視聴覚的

な学びや反復学習、ICT・情報スキルの習得など、子どもたちの学びのアップデート

としてたくさんのよい学びを期待しています。また、情報の正しい選択や依存性、

著作権・プライバシーの侵害、書く力や自分で考える力など、発達段階に合わせ

て、学習での活用と情報モラルについても学習する予定です。 

 これからの時代はICTを活用して膨大なデータを処理したり、自分に合った学習方

法を選択したりしていくことがより進むと予想されます。そのため、デジタルシチ

ズンシップの観点より、よりよくタブレットを使って学習できるように、統計的に

必要な技術を身に付けていくことが大切です。ICTを活用した授業では、視覚的に分

かりやすいものや、繰り返し学習ができたり、グループで思考を深める協働学習を

したり、表現する一つの手段として、プレゼンテーションとして活用するなど、

様々な活用がされています。情報に惑わされることなく、情報をよ

りよく活用し、学びに繋げられるようにしていきたいと思います。 

 家庭学習などでも使用しますので、ご家庭でもタブレットの使い

方やルールなど一度お話していただけるとありがたいです。ご協

力、よろしくお願いします。 


